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朝日町教育委員会 9 月定例会会議録 

平成 27 年 9 月 29 日（火曜日） 

午前 9 時 30 分から午前 10 時 50 分 

創遊館会議室 

 

出席委員  １番 児珠 孝童 委員（教育長職務代理者） 

２番 鈴木 良子 委員 

３番 五十嵐義一 委員 

４番 井上 幸弘 委員 

 

職務のため出席した者の職氏名 

教育長    小林 道和 

教育文化課長 松田 勝美 

主幹     山口 義博 

主査     佐藤  修（書記） 

 

１．開  会 

教育文化課長の進行及び開会宣言 

 

２．あいさつ 

  小林 道和 教育長  

 

３．会議録署名委員の指名 

2 番 鈴木良子委員を指名したい旨を諮り全員了承する。 

 

４．前回会議録の確認 

議長（児珠委員） 8 月定例会会議録について委員に諮るも、全員異議なく承認 

 

５．教育長の委任事項の報告 

教育長（１）日程的な事項  報告 

（２）当面の日程   報告 

 議長（児珠委員） 報告について質疑の有無を確認した。 

     （質疑なし） 

  

６．報告事項 

主幹    ①平成 27 年度全国学力・学習状況調査について 報告 

議長（児珠委員） 報告について質疑の有無を確認した。 

井上委員   家庭生活の新聞を読んでいるかの設問は、どのような内容か。 

主幹     設問自体は、このとおりとなっている。テレビ、スポーツ欄等、特に指定がな

い。春の段階では、読んでいる割合が少なかったが、現在は、公民分野に興味を

持ってきているので割合は多くなっていると思われる。 

議長（児珠委員） 指定が無くても新聞を読むきっかけとなればよいのではないか。学習時間

で、2 時間以上と 1 時間未満が国、県に比べて少なくなっているがその間が、多

いということか。 

主幹     その通りととらえている。 

教育長    1 時間未満が少ないのは、良い傾向ととらえている。 

井上委員   よく考えれば、学校で集中して、時間をうまく使っていると考えられる。 
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主幹     国、県より家庭学習の時間が少ないのは、国、県では、塾の勉強時間が多いこ

とも理由に挙げられる。 

議長（児珠委員） その他、報告について質疑の有無を確認した。 

      （質疑なし） 

主幹     ②平成 27 年度第 57 回県こども絵画展及び第 70 回県総合美術展（県美展）の

入賞・入選について 報告 

議長（児珠委員） 報告について質疑の有無を確認した。 

      （質疑なし） 

 五十嵐委員  一般の入選者が少なく、大変さびしい。文化の活性化のため、何か取組む方策

はないものか。こども絵画展の出品なども学校の取り組みの考え方もあるようだ

が少ない。 

教育長    その他の書道とか朝日町子どもの芸術文化活動表彰等活躍している面もある。 

鈴木委員   文化の表彰は、運動以外の得意な人の励みになる。 

主幹     こども絵画展は、学校の事情も考慮しながら、校長会等で教育長から少し話を

出していくようにしていくことで考えたい。 

課長     一般については、芸文祭など出展している人に働きかけていく。 

議長（児珠委員） その他、報告について質疑の有無を確認した。 

      （質疑なし） 

主査     ③平成 27 年度朝日町青少年健全育成町民大会・「あさひ教育の日」記念講演会

について  報告 

議長（児珠委員） 報告について質疑の有無を確認した。 

      （質疑なし） 

 

7．協議事項 

議長（児珠委員） （1）平成 28 年度～平成 30 年度朝日町実施計画（教育委員会分）につい

て、説明を求めた。 

教育文化課長   資料により、主な新規項目及び変更点を説明した。 

議長（児珠委員） 各委員に質疑及び意見を伺った。 

      （意見、質疑なし） 

議長（児珠委員） 提案について、各委員に諮り、考え方について了承を得た。 

議長（児珠委員） （2）平成 27 年 10 月教育委員会定例会の日程について、説明を求めた。 

教育文化課長   次回は、定例の 25 日が休日のため、委員の日程を確認の上、調整したい

旨を提案した。 

議長（児珠委員） 各委員に日程を確認し、平成 27 年 10 月 23 日午前 9時 30 分から創遊館で

開催する旨を各委員に諮り、了承を得た。 
 

以上、協議し、午前 10 時 50 分に 9月定例会の会議を閉じた。 

閉  会 

 

会議録署名委員    

 

教  育  長    

 

調 整 職 員   佐  藤    修 


